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特長 


♦レンズ交換式-距離計連動デュアルフォーマット（標準/フルパノラマ）カメラ 

1. 標準に 4 mmx 3 目 mm )/ フルパノラマに 4 mmx 目已 mm ) の切り替えを装備し、撮影シーンに合わせ、 
幅広い創作がでさます。 

2. スーパー E 巨 C フジノンレンズ（交換式）により、クリアでシャープな高画質を実現します。 

3. 高精度な二重像合致式距離計でスーパー E 巨 C フジノンレンズをバックアップし、高性能ををすことなく 
引さ出します。 

4. レンズ交換に連動してファインダー倍率を変更するファインダー光学系を採用し、フレーミングが容易 
にでさます。 

已.ファインダー内にシャッタースピードを表示し、撮影状況に応じてシャッタースピードをファインダー 
から目を離さずに確認することがでさます。 

6. M 日 DE ボタンで多彩な機能設定が可能です。 

7. フラッシュ発光タイミングはノーマルシンク□、リアシンク□から選択できます。 

狂絞り優先 AE 、 マニュアル露出、多様な光線状況にも対応可能な露出補正、露出を変えながら3コマの撮 
影ができる AE 巨 (Auto Exposure Bracketing ) などの多彩な露出技法が駆使できます。 

9. EL バックライト方式の液晶照明で、暗い場所での液晶表示確認が容易にでさます。 


フィルムの現像について 

フィルムの現像をご依頼になるとさは、下記のことにごミ主意ください。 

♦フルパノラマ画面で撮影したフィルムを現像するときは、ぶ、ず 「長巻き仕上げ 」とご指定ください。ご指定のな 
い場合、フルノくノラマ画面の途中で切断する恐れがあります。 

* 撮影の途中で標準 C 24 mm x 3目 mm ) /フルパノラマに 4 mm x 目己 mm ) の切り替え可能です。 

♦フルパノラマ画面で撮影したコマのあるフィルムの現像-プリントは、料金-曰数び通常と異なる場合びあり 
ます。詳しくはお店でご確認ください。 
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• この製品および付属品は、写真撮影 m 外の目的に使用しないでください。 

•製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
• この説明書はお読みになった後で、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 



化 


己 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される 
内容を示しています。 


A 

意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 
人が傷害を負ラ可能性が想定される内容、およ 
び物的損害のみの発生が想定される内容を示し 
ています。 


A 



® 絶巧に分解しないでください。感電の恐れがあります。 

A 落下などにより内部が露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回路があり感電する恐 
れがあります。 

A カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、ただちに電池を取り 
出してください。発乂ややけどの恐れがあります（電池を取り出す際、やけどには十分ごま意く 
ださい)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響することがあります。 
特に乳幼児を撮影するとさは気をつけてください。 

A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったときは、ただちに電池を取 
り出してください。発熱•発乂の恐れがあります。 


^引乂性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを 
使用しないでください。爆発や発乂-やけどの恐れがあります。 

A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤ってストラップを首に卷さ 
付けると、窒息する恐れがあります。 









A 

藝 

置 

/^^電池の分解、加熱、乂中への投入、巧電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐れがあ 
ります。 

A 指定於外の電池を使わないでください。 発熱. 発乂の恐れがあります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤って飲み込む恐れがあります。 
万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 

/!\レンズを通して太陽や強い光源を見ないでください。失明の恐れがあります。 

A 

意 

カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることがあります。 

A 自転車や自動車-列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。 
交通事故などの原因となることがあります。 

A 電池の®©を誤って装てんしないようにごま意ください。電池の破裂、液もれにより、発乂、け 
がや周囲をミち損する原因となることがあります。 

A レンズを太陽光の当たる場所に放置しないでください。太陽光が集光した場合には高温になり、 
発乂ややけどの原因になる恐れがあります。 

/ i \ カメラを兰脚に取り付けたまま持ち運ばないでください。けがをしたり、カメラを破損する恐れ 
があります。 
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各部の名撕 


*() 内のページに詳しい説明があります。 



レンズ□ック解除ボタン （^ p . 1已) 

レンズを取り外すとさに巧します。 


距離計窓 


シャツ タ—ボタン （イ P 32) 


フ オーカ スリング 
(イ P .27) 


ストラップ- 

取り付け部(斗 P .12) 


絞りリング 
(ィ P .29、30) 


グリップ 


採光窓 


セルフタイ7— 
ランプ（ィ P .3 已） 

—フアインタ'— 
(イ P .10) 


シンク□ソケット 
(ィ P .37) 

-撮影レンズ 
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A モード□ック解除ボタン（ィ P .30) - 

絞り優先 AE モードを解除し、任意のシャッター 
スピードを設定するときに押します。 



フイルム位置マーク 


レリーズソケット 
一 P .46) 

ファインターアイ 
ピース（イ P.17) 
ファインターアイ 
ピース □ック解除 
ボタン（ィ P .17) 


裏ぶた開放つまみ 
一 P .21、33) 


シャツタースピード ダイヤル（ィ P .30) 

[A] :絞り優先 AE になります。 

数値 （B、8-1000) :任意のシャツター 
ス ピー ドを設定でさます。 


ホツトシユ ー（ 导 P .36) 



■電源日 FF □ック解除ボタン 
(ィ P.19) 

モードダイヤルレバー(斗 P .1 9、 34) 

電源の ON/OFF、 フイルム給送モ 
ードの切り誓え、セルフタイマーの 
設定をします。 

OFF： 電源び切れます。 

S :シングルモード 

シャッターボタンを押すごと 
に]コマずつシャッターび切 
れます。 

C :コンテイニユアスモード 

シャッターボタンを押してい 
る間、連続的にシャッターび 
切れます。 

の： セルフタイマー撮影でさます。 


〈フイルムカウンター表示部〉 


フルパノラマ- 
設定 マーク 
(斗 P .24) 


3呂 


撮影可能 
-残数表示 
(イ P .2 已） 


モードパネル（ィ P .9) 

















各部の名荷; 


1— 標準/フルノ ノラマ切り督えレバー (^ P .24) 

撮影画面サイズ（標準/フルパノラマ）の切り誓えに使用します。 
レバーの動さに連動して、視野枠、フィルムカウンターの撮影枚数ち 


標準/フルパノラマ切り曾ぇ- 
□ック解除ボタンい P .24) 


切り替わります。 


フィルム確認窓（ィ P .2 1 ) - 

フィルムび装てんされているか、また 
装てんされたフィルムの種類、フィル 
ム枚数、フィルム感度び確認でさます。 


フイルム室 


兰脚ねじ巧 



•裏ぶた（ィ P .21、33) 
フイルム先端マーク（斗 P .22) 


電池ぶた(- » P . l 8) - シャツター幕 


—スプール（イ P .22) 
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•モードパネル（すべての表示び現れている状態) 


多重露光 (^ P .42) 

シヤツタースピード（ィ P .29、 31 ) 
電池容量(ィ P .20) 

フイルム感度い P . ‘ 


セルフタイマー（ィ P .34) 

セルフタイマー作動時間 
(ィ P .3 已） 

2秒、]0秒の設定びでさます。 

シンク□タイミング （^ P .44) 

R U アシンク □ 

N :ノーマルシンク □ 

•な液晶バックライトボタン （^ P .20) 

ボタンを押すと、モード表示部（背面）と 
フィルムカウンター表示部（上面）のバッ 
クライトび点灯します。 



AEB (- » P .40) 
露出補正 （^ P .38) 


モード表示部 
DX 一 P .4 已） 

DX コードを読み取って自動的にフィル 
ム感度を設定した場合に表示されます。 

フィルム卷さ戻し設定(ィ P .47) 

巻さ戻したフィ J レムの先端をすべてパト 
□ーネに卷さ込む/パト□ーネの外に残 
すのいずれかを選択でさます。 

▲(アップ）ボタン（斗 P .3 已、 39) 

▼ (ダウン）ボタン（ィ P .3 已、 39) 

各モードの設定、変更に使用します。 


AEB (ィ P .40) 、露出補正値 (^ P .38) 


- MODE ボタン（ィ P .38) 

露出補正、 AEB、 多重露光、 
シンク□タイ三ング（ノーマル、 
U ア）、フィルム感度を設定 
します。 


- Q ± i フイルム途中巻さ戻しボタン（ィ P .34) 

撮影途中のフィルムを取り出すとさに使用します。 
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各部の名荷; 


•ファインダー 

標準/フルパノラマ切り替えレノ（一で撮影画面ヴ 
イズを切り替えると、視野枠が切り替わります。 
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視野枠 


—二重像合致部分 


►ファインダー表示部 

露出補正 


岳 


I — 露出インジケーター 


runtntA. 

し 


•シャッタースピード 





















■露出インジケーターの見ち 
参絞り優先 AE モード時 

^ヤツタースピードと▲または▼び点滅1^出連動範囲外 I 


参マニュアル露出時 


▲ 

才 

I 

バ 

I 

シャッタースピード点滅 

▲点滅 

露出連動範囲外 

シャッタースピード点打 

▲点滅 

適正露出に対して 
1.0 ステップしソ上 
オーバー 

シャッタースピード点口 

▲点な 

適正露出に対して 
0.己ステップオー 
パー 

乂 

置 

1 

シャッタースピード点口 

方点：口 

適正露出 

▼ 

ア 

ン 

ダ 

1 

シャッタースピード点灯 

▼点口 

適正露出に対して 
0.已ステップアン 
ダー 

シャッタースピード点打 

▼点滅 

適正露出に巧して 
1.0 ステップしソ上 
アンダー 

シャッタースピード点滅 

▼点滅 

露出連動範囲外 


•ファインダー倍率について 

レンズを交換すると、連動してファインダー倍 
率が変わります。 

く4 已 mm レンス > ファインダー倍率： 0.4 已倍 



く9 日 mm レンス > ファインダー倍率： 0.6 日倍 



* ファインダー倍率は 30 mm レンズには連動しませ 
ん。 30 mm レンズ使用時は、付属の専用ビューファ 
インダーをご使用ください。 
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準備編 


ストラップの取り付け 



ストラップ取り付け部にストラップの先端を通 
し、緩み防止リングーバックルの順に通して取 
り付けます。 

*ストラップは使いやすい長さに調節します。このと 
き、ストラップの先端びバックルから 2 cm 〜 3 cm し:! 
上は出るようにしてください。 

* ストラップの先端を緩み防止 U ングに通すとさ、ス 
トラップの先端を固定して緩み防止 U ングの方を動 
かすと、比較的容易に通せます。 
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レンズ 1 R 細ク-スか目レンズを取り出す 



レンズ収納ケース上部（カバー部）を矢印方向に 
回して外します。 





















《4已 mm レンズ、 90 mm レンズの場合 



ス下部 因を 矢印方向に回します。 

—度手応えびあります。 

©さ5に矢印方向に回すと、レンズ 因、 レンズ 
リアキャップ 回、 レンズ収納ケース下部 因 
のそれぞれすべてが外れます。 


レンズ、レンズ U アキヤップ、レンズ収納ケース下 
部をすべて外すとさ、レンズ U アキヤップを落とさ 
ないよラにごを意ください。 


レンズを持ち運ぶときには、フ□ント 
レンズキャップ、レンズリアキャップ 
を取り付けてください。 



•レンズを保管するとさは、レンズ収納ケース 
に入れてください。 

•レンズ単体で放置する場合、傷やミちれからレ 
ンズを保護するため、レンズキャップとレン 
ズリアキャップを取り付けてください。 


準備編 
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レンズの取り付け/取りかし 

こレンズの取り付け ） 



ボディキヤップを反時計回りに回して外します。 



レンズをしっかり持ち、 

〇レンズ側のホい指標とカメフ側のホい指標を 
をわせて、レンズをまっすぐはめ込みます。 
©カチッと音がするまでレンズを時計回りに回 
し、取り付けます。 


光カブ U やごみ、ほこりなどの付着防止のため、レ 
ンズを取り付けていないとさは必ずボディキャップ 
を取り付けてください。 
































c レンズの取り外し 



レンズをしっかり持ち、 

〇レンズ□ック解除ボタンを巧しながら、 
© レンズを反時計回りに回します。 
©レンズを前方に外します。 


レンズを外したままカメラを放置しないでくださ 
い。レンズを外したときは、必ずボディキャップを 
取り付けてください。 


レンズフィルターについて 

4已 mm レンズ、 90 mm レンズの場合はフィル 
夕一径 49 mm 、30 mm レンズの場合はフィル 
ター径已 8 mm の市販フィルターをご使用くだ 
さい。 

•フィルターは、4已 mm レンズ、9日 mm レン 
ズの場合は1枚まで、 30 mm レンズの場合 
は専用センターフィルター TXSOmm (別 
売）+1枚でご使用ください（フィルターを重 
ねて使用すると、画面ケラレの原因となりま 
す)。 

• TTL ダイレクト測光（レンズを通った光を測 
光）のため、 PL フィルターなどの露出倍数が 
あるフィルター使用時でち露出補正は不要で 
す。 


準備編 
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レンズキャップの着脱 



レンズキャップ左ちの2力所のつまみを内側に 
押しながら、レンズ先端のねじ部に取り付けた 
り、取りがしたりします。 


* 撮影するとさは、レンズキャップび外されているこ 
とを確認してください。レンズキャップを付けたま 
ま撮影しようとすると、ファインダー表示部の" ▼" 
とシャッタースピード、モード表示部のシャッター 
スピードび点滅します。 

* レンズへの傷、ごみ、ほこりなどの付着防止のため、 
撮影しないとさは必ずレンズキャップを取り付けて 
<ださい。 

* レンズび巧れているとさは、曰1ページを参照して、 
レンズをされいにふいて<ださい。 
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レンズフードの取り付け 



〇レンズ先端部のホい指標とレンズフードのホ 
い取り付け指標ををわせます。 

©レンズフードを矢印ち向にカチッと音がする 
まで回します。 

除レンズフードが□ックされてし、ることを臨忍してくださし、。 

* 専用のレンズフード （4 己 mm、90mm レンズ用；レ 
ンズフード TX-2( 別売)、 30mm レンズ用：付属）し:! 
がは使用でさません。 

* レンズフードはバヨネット式です。 

* レンズフードを使用するとファインダーち下びケラ 
レますび、写真には影響ありません。 

0レンズフードを取りがずときは、 

レンズフードの□ック解除キーを巧しながら、 
レンズフードを図©矢印の反対方向に回しま 
す。 



























フアインダーアイピースの着脱 


付属のファインダーアイピースは、一日 .1 D (ディオプター）です。ファインダー像がはっさり見えな 
い場合は、別売の視度調節レンズをご使用<ださい。 



〇ファインダーアイピース□ック解除ボタンを 
押しながら、 

©ファインダーアイピース枠の下側の切り欠さ 
部から上にファインダーアイピースをスライ 
ドさせ、取り外します。 

* カメラ本体のファインダーレンズをミちさないよラに 
ミち意して交換してください。 



視度調節レンズをファインダーアイピース取り 
付けガイドにちわせ、カチッと音がするまでス 
ライドさせて取り付けます。 


♦視度調節レンズ（別売）について 

• 4 己 mm 、 9日 mm レンズ用；視度調節レンズ TX -2(+2 D 、 +日.己 D 、 一2 D 、一3 D 、 -4 D ) 

• 30 mm レンズ用：視度調節レンズ GW シ U - ズ用 （+2 D 、 +0.己 D 、一2 .己 D 、一4 D ) びあります。 
* 近視の方：一側、遠視の方：+側び適しています。 


準備編 






















































































電池を入れる 


■使用する電池：リチウム電池 CR2 2本 



〇モー ドダイヤル レバーが "OFF" になっている 
ことを確認します。 

©電池ぶたをコインなどで矢印方向に回して取 
り外します。 
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〇表示に従って、©側から電池を入れます。 
©電池ぶたをコインなどで巧し付けながら矢印 
方向に回し、電池ぶたを閉めます。 


•電池を誤装てんしたとさは作動しません。 

•電池交換時には必ず2本とち新しい、同じ銘柄- 
種類のをのを使用してください。新旧電池の混 
合使用は避けてください。 
















電源を入れる（フイルム給送モードなどの選択) 



〇電源 OFF □ック解除ボタンを押しながら、 
©モードダイヤルレバーを" S" "C" "か’にをわ 
せます。 

背面のモード表示部が表示されます。 


■モードダイヤルについて 


モード 

内容 

OFF 

電源 OFF 

電源び切れます。 

S 

シングルモード 

シャッターボタンを押すごとに]コマずつシャッターび切れます。 

C 

二!ンテイニユアス 
モード 

シャッターボタンを巧している間、連続的にシャッターび切れます。 

の 

セルフタイ 7 — 
モード 

セルフタイマー撮影でさます（一 34 ページ)。 


* 電源を切るとさは、モードダイヤルレバーを" OFF" にしてください。 

* 電源を入れたまま約3分間放置すると、モード表示部び消え、省電状態に入ります。次のいずれかの方法で電源 
日 N 状態に復帰でさます。 

•シャッターボタンを半巧しする。 

• MODE ボタンを押す。 

•一度電源を" OFF" にし、もう一度電源を入れる。 









































電池容量のチェック 


〇 a^^mm :点灯 

© g M :点灯 

、、、、！_''' 

0 口 M 、：点滅 


電源を入れ、モード表示部で電池容量をチェッ 
クします。 

〇電池容量は 0K です。 

©電池の容量が不足しています。新しい電池を 
準備してください。 

©電池容量がなくなったため、シャッターは切 
れません。新しい電池に交換してください。 

*2 本の新品 U チウム電池で約3000シヨット撮影で 
さます（当社試験条件による）。 
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液晶表示部のバックライト 



々ボタンを巧すと、約已秒間モード表示部とフ 
ィルムカウンター表示部のバックライトが点な 
します。もラー度押すと、すぐに消なします。 






































基本編 


フイルムを入れる 



フィルム確認窓からフィルムび装てんされてい 
ないことを確認します。 

〇電源を "OFF" にします。 

©裏ぶた開放つまみを起こします。 

©裏ぶた開放つまみを矢印ち向に動かします。 

〇裏ぶたを開けます。 

* フィルム装てん中の誤動作を防止するため、フィル 
ムを装てんするとさには必ず電源を "OFF" にしてく 
ださい。 

* シャッター幕を指で触れたり、フィルムの先端で突 
つついたりしないで<ださい。 



図のようにパト□ーネを斜めにして、フイルム 
を押し込むよラに入れます。 


■使用するフイルム 
3已 mm フイルム （1 3已パト□-ネ入り） 

* フイルムの装てん•取り出しは、直射曰光を避けて 
行ってください。 


フィルム感度を"!んと〇の"にセツトしているときに 
DX コードのないフィルムを装てんすると、フィル 
ムは送られません。フィルムを装てんする前にマニ 
ュアルでフイルム感度を設定してください (-45 
ぺージ)。 
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フイルムを入れる 



〇パト□ーネを押さえながら、 

©フィルムの先端を FILM TIP マーク（緑のライ 
ン）まで引さ出し、スプールの上にのせます。 

* フィルムび浮さ上びらないように、パト□ーネの角 
度を調節してください。 

* フィルムを長く引さ出し過ぎたとさは、フィルムを 
一度取り出して、長さを調節してください。 

* フィルムを長く引さ出し過ざると、撮影最終コマび 
光カブ U を起こしますので、必要し^上に長く引さ出 
さないで < ださい。 
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裏ぶたを閉めます。 


自動のにフィルムがすべて巻さ上げられます（プレ 
ワインド)。 

应■プレワインド中、フイルムカウンターがカウントア 
ップし、モード表示部にはフィルム感度が表示され 
ます。 

プレワインドが終了すると、モード表示部は消 
なします。電源を入れると、フィルムカウンタ 
一に撮影可能枚数、モード表示部にフィルム感 
度が表示されます。 

* "面 3" は、フィルム感度の設定を "み山:個" にセット 
し、 DX コードのあるフィルムを装てんしたとさに表 
示されます。 




























■撮影可能枚数 



36EXP 

24EXP 

12EXP 

標準 

36枚 

24枚 

]2枚 

フルパノラマ 

20枚 

]3枚 

6枚 


* フィルムによって撮影可能枚数び変わることびあり 
ます。 

* フルパノラマサイズを選択したとさは、フィルムカ 
ウンター表示部に" P" とフルパノラマサイズでの撮 
影可能枚数び表示されます。 

* フイルムび装てんされているときは、電源び日 FF に 
なっていてちフイルムカウンターに枚数び表示され 
ます。 


•フィルムカウンター表示部に枚数び表示されな 
い場合は、フィルムび正しく送られていません。 
撮影可能なフィルムを正しく装てんし直してく 
ださい。 

•フィルム給送中に異常び起こると、フィルムカ 
ウンターび点滅し、シャッター□ックび掛かり 
ます。 Q だボタンを押してフィルムを巻さ戻し、 
取り出してください。 

•フィルム感度を"恥と〇四"にセットしているとき 
に DX コードのないフィルムを装てんすると、フ 
ィルムは送られません。一度裏ぶたを開け、マ 
ニユアルでフィルム感度を設定してから (-45 
ページ)、再度フィルムを装てんしてください。 

•正常にフィルムび装てんされた場合は、裏ぶた 
を開けないで < ださい。 

フィ J レムび感光する恐れびあります。 

* 裏ぶたを開けてしまったら、そのまま裏ぶたを閉め 
てください。自動的にフィルムび巻さ戻され、" £" 
び点滅します。本機はプレワインディングち式を採 
用しているため、巻さ戻されたフィルムは使用でさ 
ませんび、最後に撮影した]コマじ(外は光カブりから 
守られています（電源 OFF のとき、は表示されま 
せん)。 


基本編 
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カゾラの構え方 



両脇をしっかり締めてカメラを固定します。 

* 採光窓や距離計窓にストラップなどび掛からないよ 
ラにごを意ください。ファインダー内の表示び見に 
くくなります。 
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握影画邮イズ(磯/フル A ソラ 7) の切臘 



〇標準/フルパノラマ切り替え□ック解除ボタ 
ンを巧しなびら、 

©標準/フルパノラマ切り替えレバーを回しま 
す。 

陪"ファインタ’一内の視野枠、フィルムカウンター表示 
部が切り曾わります。 

















































* 撮影画面サイズを切り替えるとフィルム位置検知音 
びしますび、異常ではありません。 

* 標準/フルノ くノラマ切り替えレノ く一び中間で止まつ 
ていると、フィルムカウンター表示部の" P" び点滅 
し、シャッター□ックび掛かります。 

* 撮影画面サイズを切り替えてち短辺画角は変わりま 
せん。 

* 標準サイズで撮影可能枚数び" r のとさにフルパノラ 
マサイズに切り替えると、フィルム残数び足りない 
ため、フィルムカウンター表示部の" P" び点滅し、 
シヤツター □ ックび掛かります。 


撮影画面サイズと焦点距離 


画面サイズ 

焦点距離 

標準 

(24 mm X 3目 mm ) 

30 mm 

4已 mm 

90 mm 

フルパノラマ 

長辺1目. 7 mm 

長巧 25 mm 

長巧 50 mm 

(24 mm X 目已 mm ) 

相当 

相当 

相当 



基本編 
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構回の巧め方 
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視野枠内に見える範囲がフィルムに写し込まれます。写したいものが視野枠の中に入るよラに構図を 
決めます。 



4己 mm レンズ、9日 mm レンズ使用時は、レンズを 
交換すると、連動してファインダー倍率び変わりま 
す（一11ぺージ)。 

*30 mm レンズ使用時、ファインダー倍率は連動しま 
せん。付属の専用ビューファインダーをご使用<だ 
さい。 


視野枠は撮影距離に応じて移動し、パララック 
スを自動的に補正します。 


遠距離近距離 

h 三勺 



遠距離の場合： ■ 
近距離の場合： ■ 


























ピントの合わせ方 



ファインダーをのぞを、二重像合致部分を利用 
してピントを合わせます。 



二重像を致部分を見なびらフォーカスリングを 
回し、二重像が合致したらピント含わせは完了 
です。 

* ファインダーアイピースを斜めからのぞくと、二重 
像合致部分びズレて見え、測距不良の原因となりま 
す。ファインダーアイピースの真正面からのぞいて 
<ださい。 
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絞り優先 AE 
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絞り値を決めると、カメラが自動的にシャツタ 
ースピードを合わせます。被写界深度を利用し 
た撮影に使用します。 

•絞りを開ける：被写界深度が浅くなります。 

ポートレート撮影など、背景をぼかし、被写体だ 
けにピントを合わせたいとさなどに使用します。 

•絞りを絞る：被写界深度び深くなります。 

遠景撮影、近接撮影など、近距離から遠距離まで 
広い範囲にピントを合わせたいときに使用します。 



シャツタースピードダイヤルを"面’に合わせます。 

* シャッタースピードダイヤルは"因"の位置で□ッ 
クび掛かります。 


被写界深度とは 

被写体にピントを合わせたとさ、その前後にちピ 
ントが合ラ範囲があります。この範囲を r 被写界 

• r 被写界深度が深い」：ピントの合う範囲が広い。 

• r 被写界深度が浅い」：ピントの合ラ範囲が狭い。 


* 被写界深度表は已〇ページをご参照ください。 


♦性質 

〇絞りび開放に近づくにとをない被写界深度は 
浅<なり、絞り込むほど被写界深度は深<な 
ります。 

©撮影距離び遠<なるほど被写界深度は深<、 
近いほど浅くなります。 

©ピントを合わせた被写体の前ち深度（近い側） 
は、後ち深度（遠い側）より浅くなります。 

〇同じ絞り値では、焦点距離の短いレンズほど 
被写界深度は深<、焦点距離び長いほど被写 
界深度は浅くなります。 
























絞り IJ ングを回して絞り値を設定します。 


♦レンズの 深度目盛り 
例）4已 mm レンズで撮影 
距離を 2 m にセットした 
とき、絞り値 F 1 1では 
約1.己 m 〜 3 m のちの 
がほぼ鮮明に写ります。 


* 深度目盛りは、目測撮影、置さピン撮影に利用する 
と便利です。 



暗いところで撮影するとさ、絞り値によってはスロ 
ーシャッターになりますので、手ブレ防止のため三 
脚の使用をおすすめします。 



シャッターボタンを半巧しすると、測光を開始 
します。 

陵^シャッ タ— スピ— ドび自動的にミ 夫まり、ファインダ 
一表示部、 モー ド表示部に表示され ます。 

シャッタースピードび点灯すれば、適正露出です。 

•シャッタースピード、" ▲" ともに点滅した場合； 
オーバーです。絞りを絞ってください。 
•シャッタースピード、" ▼" ともに点滅した場合； 
アンダーです。絞りを開けてください。 

* シャッターボタンの半押しを解除しても、約2己秒間 
は測光し続けます。その間、ファインダー表示部と 
モード表示部のシャッタースピードび表示され続け 
ます。 

シャッターボタンを半押しのまま保持すると 、 AE 
□ックになります。 


基本編 
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マニュアル露出 


撮影者の意図的な露出表現をするとさ、逆光など絞り優先 AE では不適な被写体の撮影時の露出設定に 
使用します。 




〇 A モード□ック解除ボタンを巧しなびら、 絞りリングを回して絞り値を設定します。 

©シャッタースピードダイヤルを回して、シャ 
ッタースピードを設定します。 

* シャッタースピードダイヤルは"因"1；(外の位置で 
は□ックび掛かりません。 

* シャッタースピードはク U ックのあるところにセッ 
卜してください。中間にセットすると、露出不良の 
原因になります。 
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シャッターボタンを半巧しすると、測光を開始 
します。 

应'ファインダー表示部にシャッタースピードと露出イ 
ンジケーター、モード表示部にシャッタースピード 
び表示されます。 

* シャッターボタンの半押しを解除してち、約2己秒間 
は測光し続けます。その間、ファインダー表示部と 
モード表示部のシャッタースピードび表示され続け 
ます。 


シャッターボタンを半押しのまま保持すると 、 AE 
□ックになります。 


ファインター内の露出インジケーターの見方 


腐=絞りを絞るか、シヤッタースピードを速くしてください。 


シャッタースピード点灯 

▼点灯 

適正露出に対して 

0万ステップアンダー 

シャッタースピード点灯 

▼点滅 

適正露出に巧して 

1。ステップしソ上アンダー 

シャッタースピード点滅 

▼点滅 

露出連動範囲外 


絞りを開けるか、シャッタースピードを遅くしてくださし、。 



量シャツタースピード点巧全点な適正露出 


シャッタースピード点滅 

▲点滅 

露出連動範囲外 

シャッタースピード点灯 

▲点滅 

適正露出に巧して 

1.0 ステップしソ上才ーノ (一 

シャッタースピード点灯 

▲点灯 

適正露出に巧して 

0.已ステップオーバー 


基本編 


* 露出連動範囲外のとさは、モード表示部のシャッタース 
ピードち点滅します。 
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撮露 



ピント（一27ページ)、露出（一28、3日ページ) 
を含わせ、シャッターボタンを静かに巧します。 
シャッターが切れると、選択した撮影画面サイズに 
合わせてフイルムが送られ、フイルムカウンターが 
逆算表示されます。 

* 撮影するごとにフイルムはパト□ーネ内に巻さ込ま 
れます。 


撮影するとさは、レンズキャップび外されているこ 
とを確認してください。レンズキャップを付けたま 
ま撮影しようとすると、ファインダー表示部の" ▼" 
とシャッタースピード、モード表示部のシャッター 
スピードび点滅します。 
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フイルムを取り出ず 



最後の1コマを撮り終わると、フイルムがすべ 
てパト□ーネに巻さ込まれます。 

腐=巻き戻しび完了すると、フイルムカウンターに 
が表示されます。 


裏ぶたを開けるとさは、必ずモーターび止まり、 
び表示されたことを確認してください。"び 
表示される前に裏ぶたを開けようとすると、フィル 
ムび感光する恐れびあります。 



























































O 電源を "OFF" にします。 

©裏ぶた開放つまみを起こします。 

©裏ぶた開放つまみを矢印ち向に動かします。 
〇裏ぶたを開けます。 



フイルムを取り出します。 


* 巻さ戻したフイルムの先端をパト□ーネの外に残し 
たいときは、フイルム巻き戻し方式を" OU と Q-" に 
設定してください（一47ぺージ)。 










































撮影透中でフイルムを取り出ず 



Q±l ボタンを巧します。 


C ぞフイルムがすべてパ ト □ーネに卷さ込まれます。 

C ぞ卷さ戻しが完了すると、フイルムカウンターに 
が表示されます。 

モーターび止まり" E" が表示されたことを確読 
してからフイルムを取り出してください。 
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セルフタイマー撮露 



モードダイヤルレバーを"の"に合わせます。 

陪=モード表示部に"か’が表示されます。 

* セルフタイマー撮影するとさは、三脚などを使用し 
て < ださい。 


























































▲▼ボタンを巧して、セルフタイマー作動時間 
を選択します。 

除 " 10s" 10秒、 "2s" 2秒から選択できます。 



ピント、露出を合わせ、シャッターボタンを巧 
します。 

c ^"10 s " 選択時：セルフタイマーランプび約7秒間点 
灯^約3秒間点滅した後、シャッターび切れます。 
陪 '"25" 選択時：セルフタイマーランプび約2秒間点 
滅した後、シャッターが切れます。 

* 絞り優先 AE 撮影のとさ、カメラの前に立ってシャッ 
ターボタンを押さないでください。露光不良になる 
ことびあります。 

* スタートしたセルフタイマーを解除したいとさは、 
モードダイヤルレバーを"〇"じ(外にしてください。 


基本編 
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フラッシュ撮該 


♦フルパノラマサイズでフラッシュ撮影すると 
さは、下表をカバーする画角の広いフラッシ 
ュをご使用ください。 


フルパノラマ時 

長辺画角 

3已 mm 判相当 

f 二 30 mm 

94.1。 

f 二] 6.7 mm 

f 二4已 mm 

71.0。 

f =2 已 mm 

f 二90 mm 

39.5° 

f =50 mm 


• フラッシュの使用方法は、フラッシュの使用説明書 
に従ってください。 

•マニュアルフラッシュ使用時の絞り値は 
絞り値 ( FNo .) ニ ガ社;或— で算出します。 
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〔クリツプオンタイプのノ」\型フラッシュを使用） 



ホットシューにフラッシュを取り付けます。 


*30 mm レンズ使用時はホットシューに専用ビューフ 
ァインダーを取り付けるため、ホットシューを利用 
したフラッシュ撮影はでさません。 


他のカメラ用の信号ピン付さフラッシュを取り付け 
ると、フラッシュび外せなくなったり、カメラの故 
障の原因となる場合びありますので、使用しないで 
<ださい。 
























〔コー ド式のフラッシュを使用 



シンク□ソケットキャップを取り外し、シンク 
□ソケットにフラッシュコードを差し込みます。 


フラッシュ同調スピードは1/12已秒 LU 下です。 
フラッシュ使用時はシャッタースピードを 
1/12已秒1ソ下に合わせてください。 

* シンク□接点は X 接点になっています。 


基本編 
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応用編 


モードの選択 


MODE ボタンを約1秒間押すと、露出補正、 AEB、 
多重露光、シンク□タイミング、フイルム感度が 
設定でさます。 


■MODE ボタンで設定でさる内容 


モード 

内容 

参照 

ぺ-ジ 

因 

露出補正 

露出を意図的に変えたいとさに使用 
します。 

38 

AEB 

AEB 

適正露出ーアンダー-^オーノ く一の計 

3コマを連続して撮影でさます。 

40 

因 

多重露光 

撮影後ちフィルムを給送せず、同じ 
コマに数回撮影でさます。 

42 

ち N 

ノーマル 
シンク □ 

シャッターの先幕び開いたときにフ 
ラッシュび発光します。 

/| /| 

ち A 

U ア 

シンク □ 

シャッターの後幕び閉じる直前にフ 
ラッシュび発光します。 


ISO 

フィルム感度 

フィ J レム感度の設定をします。 

4已 


B ^ MODE ボタンを約1砂間巧して各種モード設定に入 
つた後、 MODE ボタンを巧すごとに "ISO" フイルム 
感度設定一"因"露出補正一 " AEB" AEB 一 "百]"多 
重露光一" r シンク□タイミングの順で表示されま 
す。 

* 最後に設定したモードび最初に表示され、設定でさ 
るよラになつています。 
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露出巧正 



〇電源を入れ、 MODE ボタンを約1秒間押します。 

設定でさるモードがの表示び消え、各種モード設 
定に入ります。 


©MODE ボタンを巧して、 "因" を表示します。 

露出補正の設定に入ります。 

* 絞り優先 AE 、 マニュアル露出のいずれの場合ち、露 
出補正の設定をした値を基準に露出表示します。 

* 絞り優先 AE 時に露出補正をかけると、シャッタース 
ピードび変わります。 











































露出を意図的に変えたいときに使用します。また、逆光で被写体び暗く写ってしまラ場合、被写体にスポット光び当たって被写体びオー 
バーになってしまラ場合などに露出補正すると、適正な露出で撮影でをます。 








ISO inn 

<uu の 
>4=3 0 

© 




I^nII 因 + 日 • 弓 1 

0 


\ 

\ 

( 

々 - 0±1 MODE 

0 © Q 

1 

/ 


MODE ボタン对甲して登録します。 


■設定可能値 

+2.0、 +1 ■已、+1.0、+ 日 ■已、 
—日 ■已、 一1.日、 一 1 ■已、 一2 ■日 


設定が登録され、次の項目の設定に移ります。 
ファインダー表示部に" 因" が表示されます。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操作でも 
登録でさます。この後、撮影時の表示に変わります。 


露出補正モードは撮影後を保持されます。 

露出補正モードは次の方法で解除でさます。 

• MODE ボタンと▲▼ボタンを押し、"因"を消灯 
させる。 
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AEB 撮露 


AEB (Auto Exposure Bracketin 旨)撮影では、適正露出を基準に、適正露出ーアンダー-►才ーパ'-の計3コ 
マを連続して撮影でさます。1」バーサルフイルムを使用した撮影や微妙な色合いを表現したいとをに有効です。 



〇電源を入れ、 MODE ボタンを約1秒間巧します。 

設定でさるモード政がの表示が消え、各種モード設 
定に入ります。 

©MODE ボタンを押して、 "AEB" を表示します。 

松 AE 巨の設定に入ります。 

* AE 目撮影時にシ ヤツ タースピードび 1/1000 秒、ま 
たは8秒を超える撮影はでさません。 AE 目撮影時に 
1/ I 000秒、8秒を超える場合には AEB び点滅 
し、シャッター□ックび掛かります。 


• フイルムの撮影可能枚数び2コマ！;(下のときは、 
AE 目モードを設定でさません。 

•多重露光モード設定時卜42ぺージ）は AEB モー 
ドを設定でさません。 


〇▲▼ボタンを押して、 AEB 補正量を選択します。 
© MODE ボタンを押して登録します。 

設定が登録され、次の項目の設定に移ります。 

应> ファインダー表示部に"因"が表示されます。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操作でを 
登録でさます。この後、撮影時の表示に変わります。 

■設定可能値：±0.已、 ±1.0 

* 絞り優先 AE 、 マニュアル露出のいずれの場合ち、適正露 
出び表示され、実際に撮影するシャッタースピードは表 
示されません。 

* AE 目をかけると、シャッタースピードび変わります。 

* 露出補正と AE 目の両方を設定すると、露出補正した露出 
を基準に AEB 撮暴を行います。モード表示部には AE 巨の 
設定値び表示されます。 

























































シャッターボタンを巧します。 

適正露出ーアンタ’一-^オーバーの順に撮影されま 
す。 

除モード表示部は、"±"一"一" 一" +" の順に切り督 
わります。 

* 1コマ目の撮影時に露出び□ックされ、□ックされ 
た露出を基準にアンダー、オーバーで撮影されます。 


AE 目の途中で撮影画面サイズを切り替えることは 
でさません。撮影画面サイズを切り替えると、フィ 
ルムカウンター表示部の" P " び点滅し、シャッター 
□ックび掛かります。 


G シャツターボタ ンを巧し続けると 



適正露出ーアンダー-^オーバーの順に連続して 
シャッターが切れます。 

* 連続撮影の途中でシャッターボタンから指を離し、 

わラー度シャッターボタンを押すと、続さから撮影 応 
び開始し、3コマ目を撮影してフィルムの給送び止 用 
まります。フィルム給送モードび" S " のとさでも、 編 
シャツターボタンを押し続けると連続撮影でさます。 


AEB モードは撮影後ち保持されます。 

AE 巨モードは次のいずれかの方法で解除でさます。 
•電源を " OFF " にする。 

• MODE ボタンを押す。 
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を重露光 


撮影後ちフイルムを給送せず、同じコマに数回撮影でさます。 



〇電源を入れ、 MODE ボタンを約1秒間押します。 

設定でさるモードがの表示び消え、各種モード設 
定に入ります。 


©MODE ボタンを押して、"百]"を点滅表示さ 
せます。 

多重露光の設定に入ります。 

* 多重露光モードは、設定したコマ数の撮影び終わる 
と解除されます。 



〇▲▼ボタンを巧して、"因"を点灯させます。 
"百]"点滅または消灯は多重露光を選択しないこと 
を表します。 

© MODE ボタンを巧して登録します。 

設定が登録され、次の項目の設定に移ります。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操作でも 
登録でさます。この後、撮影時の表示に変わります。 

©シャッターボタンを半押しして、"因"が登 
録されていることを確認します。 


♦ AEB モード設定時（^40ぺージ）は多重露光モードを設定でさません。 
♦多重露光モードは次のいずれかの方法で解除でさます。 

♦電源を " OFF " にする。 

• MODE ボタンを押す。 

































































"因"が表示されていることを確認した後、 
▲▼ボタンを巧して、多重露光回数を選択します。 
11^2回〜9回から選択で さます。 

選択した多重露光回数がフィルムカウンター表示部 
に表示されます。 

* 多重露光を選択したとさは、フィルムカウンターに 
フイ J レム残数は表示されません。 



シャッターボタンを押します。 

撮影ごとにフイルムカウンター表示部の多重露光回 
数が逆算表示され、モード表示部の"百!"が点滅し 
ます。 応 

カウンターに T ’ が表示された後にシャッターボタン 用 

を巧すと、撮影が終わり、フイルムが給送されます。 編 


多重露光の途中で撮影画面サイズを切り替えること 
はでさません。撮影画面サイズを切り替えると、フ 
イルムカウンター表示部の" P " び点滅し、シャツタ 
一□ックび掛かります。 
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シンク□タイミング 


フラッシュの発光タイミングを選択できます。 N :ノーマルシンク□はシャッターの先幕び開いたとき 
に乃ッシュび発光し、 R : リアシンク□はシャツタ-の後幕び閉じる直前に乃ッシュび発光します。 



〇電源を入れ、 MODE ボタンを約1秒間押します。 

設定でさるモードがの表示が消え、各種モード設 
定に入ります。 


©MODE ボタンを押して、"ち"を表示します。 

シンク□タイミングの設定に入ります。 



〇"ち"が表示されていることを確認した後、 
▲▼ボタンを巧して、シンク□タイミングを 
選択します。 

© MODE ボタンを巧して登録します。 

設定び登録され、次の項目の設定に移ります。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操 
作でち登録でさます。この後、撮影時の表示 
に変わります。 



ノーマル シンク □ U アシンク □ 
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フイルム感度の設定 



〇電源を入れ、 MODE ボタンを約1秒間押します。 

設定でさるモードがの表示び消え、各種モード設 
定に入ります。 


©MODE ボタン对甲して、"旧 0" を表示します。 

フイルム感度の設定に入ります。 

* "んふ〇の"にセツトしているときに DX コード方式の 
フイルムを装てんすると、自動的にフイルム感度び 
設定されます。 


フィルム感度を"恥と〇の"にセットしているときに 
DX コードのないフィルムを装てんすると、フィル 
ムは送られません。一度裏ぶたを開け、マニュアル 
でフイルム感度を設定してから、再度フイルムを装 
てんして < ださい。 



〇▲▼ボタンを巧して、フィルム感度を設定し 
ます。 

©MODE ボタンを押して登録します。 

設定が登録され、次の項目の設定に移ります。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操作でも 
登録でさます。この後、撮影時の表示に変わります。 


■設定可能範囲 


巧 U と〇因 a 

DX コードによる自動設定 

2己〜3200 

マニュアルによるフイルム感度設定 

ISO 2己〜3200まで可能 
(1/3 ステップ刻み） 






























































バルブ撮影 



〇シャッタースピードダイヤルを" B" に合わせ 
ます。 

シャッターボタンを半巧しすると、ファインダー表 
示部に" bu !"、モード表示部に" TV bu お " と表示 
されます。 

©シャッターボタンを巧している間、シャッタ 
一が開をます。 

■バルブ撮影可能時間：最長已40秒 


カメラブレ防止のため、しっかりと三脚などに固定 
し、別売 U モートレ U —ズを使用してください。 


リモートレリーズ 



別売の専用 U モートレ U —ズスイッチび必要です。 


電源を OFF にしてから、 

〇レリ ーズ ソケットにリモートレリ ーズス イッ 
チを差し込み、 

©リモートレリーズスイッチのねじを止まるま 
で回します。 

* リモートレリーズスイッチを使用すると、シャッターボタン 
半押しでの AE 測光びでさません。あらかじめシャッターボタ 
ンを半押しして露出を確認、設定してから U モートレ U —ズ 
を作動させてください。 

*バルブ撮影などでシャッターを開いたままの状態にしたいとさ 
には、リモートレI」ーズスイッチのボタン部を巧しなびら 
HOLD 側にスライドしてください。 H0L □にしている間シャッ 
夕一び開き、 HOLD を解除したときにシャッターび閉じます。 

* 市販のI」モートレI」ーズは故障の原因になりますので使用し 
ないでください。別売の専用リモートレ U — ズスイッチをご 
使用ください。 










































フイルム巻を戻し設定 


きき戻したフイルムの先端をすべてパト□ーネにきき込む/先端をパト □ 
ーネの外に残すのいずれかを選択でさます。 


1 

み际 Q 口 


ai 

，杨 が ^ 

し 

nr 勾 S| 

6 ® I 

L の 


電源を切った状態で、 

〇 MODE ボタン对甲しながら、 

© モードダイヤルレノ（一を " OFF " から" S " 、 " C " 
または"の"にをわせます。 


■設定可能なフイルム巻さ戻し方式 


方式 

内容 

In 

Q 

フイ >1 レムの先端をすべてパト□ーネ 
に巻さ込みます。 

out 

Q- 

フイルムの先端をパト□ーネのがに 
残します。 



〇▲▼ボタンを巧して、フィルム巻さ戻しち式 
を選択します。 

© MODE ボタンを押して登録します。 

* シャッターボタン半押し、または己秒間無操作でち 
登録でさます。この後、撮影時の表示に変わります。 


*" ou と Q-" 設定時、巻き戻したフィルムを誤って使 
用しないようにごミち意ください。 





































































卜ータルシヨット数表お 



電源を切った状態で、 

〇▲ボタンを巧しながら、 

©モードダイヤルレバーを" OFF" か5 "S"、"C" 
または"の"にをわせます。 
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▲ボタンを巧している間、モード表示部に!-一 
タルショット数が表示されます。 

* ▲ボタンを離すと、通常の撮影モード表示に戻ります。 


■表示例 


モード表示部 

トータルショット数 

53 

630ショット 


* 表示された数値 X 10二 I -ータルショット数です。 
才ーノ くーホール（約10000ショット）や定期点検（約 
日000ショット）の目安にご利用ください。 

* 出荷検査のため、新品でち I -ータルショット数び 
200ショット程度になっている場合びありますの 
で、あらかじめご了承ください。 





































































ホか撮該表术 



赤外撮影では、可視光と赤外光でピント位置が 
異なるため、ピントのズレを補正する必要があ 
ります。 

ピントのをった距離を指標のとなりの R マーク 
(赤外補正マーク）にずらしてください。 

* 赤外撮影は、赤外線フィルムとフィルターを使用し 
ます。 

* 詳し < は赤外線フイルムの使用説明書に従つて < だ 
さい。 


応 

用 

編 
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腿巧深度表 


錯乱円： 0.03 


撮穀距離 

0.7 m 

0.8 m 

1.0 m 

1.2 m 

1.5 m 

2.0 m 

3.0 m 

5.0 m 

10 m 

00 

f 二 30 mm 

1: 日.目 

巧.日 

0.63-0.80 

0.70-0.93 

0.8 己〜 1.22 

0.98 〜 1 .己己 

1.17-2.10 

1 .4 日〜 3.27 

1 .90-7.37 

2.52-00 

3.3 己〜 00 

4.97-00 

F 8 

0.60-0.85 

0.67-1.00 

0.80 〜 1.3 日 

0.92 〜 1.7 日 

1.08-2.52 

1 .30-4.46 

1.65-19.1 

と 10 〜 00 

2.64-00 

3.53-00 

F 1 1 

0. 日 7 〜 0. 白 3 

0.63-1.12 

0.74 〜 1 .日白 

0.84-2.19 

0.97-3.55 

1.14-9.29 

1 .40-00 

170 〜 00 

2.03-00 

2.52-00 

F 16 

0.53-1.08 

0.58-1.35 

0.67-2.12 

0.7 己〜 3.39 

0.8 日〜 8 .巳 2 

097 〜 00 

11 日〜 00 

1 .34-00 

1 .54-00 

1 .80-00 

F 22 

0.48-1.40 

0.52-1.93 

0.59-4.10 

0.65-16.2 

0.72-00 

0.81-00 

0.92-00 

1 .04-00 

11 己〜 00 

1 .29-00 

f 二4 已 mm 
1:4 

F 4 

0.67-0.73 

0.77-0.84 

0.95-1.06 

1.12-1.29 

1.38-1.65 

1 .78 〜 2.28 

2 .的〜 3.70 

3.79 〜 7.3 日 

6.09-28.3 

15.3-00 

巧.目 

0. 日日〜 074 

0.75-0.85 

0.92 〜 1.09 

1.0 日〜 1.33 

1.33 〜 1.72 

1 .70 〜 2.42 

2.37-4.10 

3.45-9.14 

5.24-1 19 

log 〜 00 

F 8 

0 .日巳〜 0.7 日 

0.73 〜 0.88 

0.90-1.13 

1.05 〜 1.40 

1.27 〜 1.83 

1.61-2.66 

2.18-4.83 

3.06-13.9 

4.39-00 

7.71 〜 00 

F 1 1 

0 .的〜 0.79 

0.71-0.92 

0.8 日〜 1.20 

1.00-1.51 

1.20〜2.02 

1 .49-3.09 

1 .日日〜日.日 0 

2.64-56.0 

3.57-00 

巳' 47 〜 00 

F 16 

0.61-0.83 

0.68-0.98 

0.81 〜 1.31 

0.94 〜 1.69 

1.11-2.37 

1 .3 巳〜 4.00 

1.72 〜 12.7 

2.22-00 

2.82-00 

3.89-00 

F 22 

0.58-0.90 

0.64-1.08 

07 日〜 1. 巳 0 

0.8 日〜 2.03 

1.00-3.14 

1.19-6.92 

1 .47-00 

1.81-00 

2.1 日〜 00 

2.7 日〜 00 

f 二 90 mm 
1:4 

F 4 



0.99〜1.01 

1.18-1.22 

1.47-1.53 

1 .94 〜 2.0 日 

2.87 〜 3.1 已 

4.63-5.43 

8.61-11.9 

巳 98 〜 00 

巧.巨 



0.98〜1.02 

1.17-1.23 

1.4 日〜 1 .已已 

1 .92 〜2.09 

2.81 〜 3.21 

4.49-5.64 

8.14-12.9 

42. 日〜 00 

F 8 



0.97-1.03 

1.16-1.24 

1.44-1.57 

1.89 〜 2. 13 

2.74-3.31 

4.31-5.95 

7.56-14.8 

30.2-00 

F 1 1 



0 .日日〜 1.04 

1.14-1.26 

1.41-1.60 

1.84-2.19 

2 .的〜 3.4 日 

4.08-6.47 

6.87-18.5 

2け〜00 

F 16 



0.95-1.06 

1.12-1.29 

1.38 〜 1 .日日 

1 .78-2.28 

2. 53〜3.70 

3.80 〜 7.37 

日. 09 〜 28.8 

15.3-00 

F 22 



0.93 〜 1.09 

1.09 〜 1.33 

1.33 〜 1.72 

1.71-2.42 

2.38-4.10 

3.4 日〜 9.20 

5.25-136 

10.8-00 


50 


(m) 


































取巧上のお願い 


カメラは精密機械です。取り扱いには次のよラ 
なことに十分ご注意ください。 

1 . カメラの清掃 

•ミちれをふさ取るのにシンナー、アルコールなど 
の溶剤は使用しないでください。 

•撮影前後に、カメラの清掃を行ってください。 
ブ□アーブラシでほこりを仏い、カメラの外側 
はシ U コンク□スなどの柔らかい布でふいてく 
ださい。 

•フイルム室に汚れやほこりびあると、フイルム 
を傷つけることびあります。特にカメラ内部の 
清掃は常にむ掛けてください。 

2. レンズの清掃 

•レンズのすり傷は、想像政上にシャープネスの 
劣化につなびります。何となくコントラストび 
低下し、しまりのない写真になったら、すり傷 
び原因になっていることび考えられます。 

そこで、レンズ清掃は政下のようにを意深く行っ 
て < ださい。 

① モードダイヤルレノ（一を " OFF " にしてくださ 
い。 

② レンズ表面のごみ、ほこりをブ□アーブラシ 


で吹さ飛ばしてください。 

③ ク U —ニングペーパーに市販のレンズク U — 
ニング液を浸して、軽くレンズの中むから周 
辺に向かって、回しなびらふさ取ります。 

④ レンズの汚れびとれたら、乾いたク U —ニン 
グペーパーでレンズク U —ニング液のふさむ 
らをレンズの中むから周辺に向かって、回し 
なびら軽くふさ取ります。 

•レンズにごみ、ほこりなどび付いているとさ、 
息を吹きかけてシ U コンク□スなどでふくこと 
は絶対避けてください。すり傷発生の原因にな 
ります。 

•距離計窓、ファインダーについてを、レンズ清掃 
と同じよラに清掃を行ってください。距離計窓の 
傷は、正しい距離測定に支障を来すことびありま 
す。同様にファインダーのミちれ•傷はファインダ 
一の見えに影響を与えることびあります。 

3. 液晶表示について 

•約目0 ° C の高温では、液晶表示び黒くなることび 
ありますび、常温に戻れば正常になります。 
•低温下では、液晶の表示応答速度び遅<なるこ 
とびありますび、これは液晶の性質によるをの 
で故障ではありません。 
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取巧上のお願い 


4. 電池について 

•低温下では、電池は性能び低下する性質を持っ 
ています。常温に戻れば性能は回復します。低 
温下での撮影には、新しい電池を使用し、予備 
の電池をポケットなどに入れて、温めなびら交 
互に使うなどの方法をとってください。消耗し 
た電池では低温時、カメラび作動しなくなるこ 
とびあります。 

• 電池容量の表示び " a "になりましたら電池 
交換び必要となりますので、予備の電池と交換 
してください。 

已.使用温度範囲 

• このカメラの使用温度範囲は一1 crc 〜 +4 crc 
です。 


6.保管 

•夏期は、高温の自動車の中や湿気のある場所に 
長時間放置しないでください。カメラ本体およ 
びレンズには必ずレンズキャップをしてくださ 
い。 

•カメラを保管するとさは、湿気、ほこり、熱の 
影響のないところに収納してください。 

•ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにをフイ 


ルムにを有害ですから、たんすなどへの収納は 
避けてください。 

7. フイルムの出し入れ 

•必ず直射日光を避けて行ってください。 



ア フターヴー ビスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領 
で修理させていたださます。ご購入店または富 
±フイルムサービスステーシヨンに直接お申し 
出ください。それ L ソ外の責は、ご容赦いただを 
ます。なお、保証、使い方などのご不明な点に 
つをましてち、裏面記載の製社カメラ事業部営 
業部かお近くの富±フイルムサービスステーシ 
ヨンをご利用ください。お問い合わせ、修理に 
関しましては日本国内に限らせていただきます。 

♦無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売店 
名の記入された、ご購入曰より]年政内の保証書 
び添付されている場合には、保証書に記載され 
ている内容の範囲内で、無輯修理させていただ 
さます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証 
規定をご覧ください。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有輯とな 
ります。保証期間内であってを、下記のよラな 
場合はすべて有料となります。また運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 


1. 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付の 
ないをの。 

2. 保証書にご購入年月曰、販売店名び記入され 
ていない場合、または記載事項び訂正された 

+曰厶 

み口 0 

3. 富±フイルムサービスステーシヨンしソ外で分 
解、修理されたをの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損害、 

故障。 

己.お取扱上の不注意（使用説明書しソ外の誤操作、 

落下、衝撃、水掛かり、砂•ミ尼の付着、カメ 
ラ内部への水•砂-ミ尼の入り込みなど)、保管 
上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しようの 
ラの入った場所でのイ呆管）、お手入れの不備 
(かび発生など）により生じた故障。 

6. 前記似外で弊社の責に帰すことのでさない原 
因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に 
依頼されたをの。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、 

故障前の性能に復元でさないと思われるをの、 
および部品の手当び困難なをのなどは修理でさ53 



アフター ヴー ビスについて 


ない場合をありますので、お近くの富±フイルム 
サービスステーシヨンにお問い合わせください。 

•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後1日年 
を目安に保有しておりますので、この期間中は 
原則として修理をお引さ受けいたします。 

なお、部品な有期間終了後でを修理でさる場合 
をありますので、詳しくはご購入店かお近くの 
富±フイルムサービスステーションにお問い合 
わせ < ださい。 


• 修理ご依頼に際してのご注意 


1. イ呆証規定による修理をお申し出になる場合に 
は、必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や實±フイルムサービスステー シヨ 
ンで、ご指定の修理箇所、故障内容を詳しく 
ご説明ください。故障の状態によっては、事 
故となったフィルムなどを添えてくださると 
修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各 
部点検をはじめ品質、性能上必要と思われる 
すべての箇所を修理しますので、料金び高く 
なることびあります。 
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4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは「〇 
000円 iU 上は連絡してほしい」と金額をご 
指定ください。ご指定のないとさは] 3,00日 
円切内の料金で修理完了する場合は修理をす 
すめさせていたださます。 

日.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事 
故を避けるため、修理品から取り外してお手 
をとに保管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、ご贈 
入時の外箱などに入れてしっかり包装し、必 
ず書留小包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、 
厳重な調整検査を行いますので、普通修理品 
の場合は富±フイルムサービスステーション 
で、お預かりしてから通常7〜1日曰位をご予 
定ください。 



主な仕様 


レンズ交換式距離計連動カメラ標準/フルパノラマ切り替え式 
標準画面： 24 mm X 36 mm フルパノラマ画面： 24 mm x 6己 mm 
13已 （3 已 mm ) フイルム 

撮影枚数 * 同ーフォーマツトで撮影した場合 



36 EXP 

24 EXP 

12 EXP 

標準 

36枚 

24枚 

]2枚 

フルパノラマ 

20枚 

]3枚 

目枚 


スーパー EBC フジノンバヨネット交換式 


• 1： 5.6 f 二 30 mm 旧群] 0枚構成）撮影距離 0.7 m 〜〇〇、フィルター径：0已 8 mm 

• 1:4 f 二4已 mm (目群8枚構成）撮景ミ距離0.7 m 〜〇〇、フィルター径： 049 mm 

• 1:4 f =90 mm (7 群9枚構成）撮影距離 ]. Om 〜〇〇、フィルター径： 049 mm 



標準に 4 mm X 36 mm ) 画角 

フルパノラマ （24 mmx 6 已 mm ) 画角 


対角 

長辺 

対角 

長辺 

3已 mm 判相当 

30 mm 

71.目。 

日1.9。 

97.8° 

94.1。 

f = l 6.7 mm 

4已 mm 

已 1.4° 

43.7° 

74.4。 

71.0。 

f 二2已 mm 

90 mm 

27.0° 

22.7° 

41.8。 

39.5° 

f = 己 0 mm 


* フォーカスリング、絞り U ング装備絞り： F 4 〜 F 22(4 已 mm 、90 mm )、 

F 已.日〜 F 22(30 mm ) 0.已ステップ刻みセット 
レンズフォーカス U ングと連動する二重像合致式連動距離計 
採光式ブライトフレーム（自然光）ファインダーパララックス自動補正 
視野枠：レンズ交換で4已 mm 、90 mm 自動切り替え 

標準/フルパノラマ切り誓えレノ（一で標準/フルノ くノラマ切り誓え 
倍率：レンズに対応し倍率変化 

f =4 已 mm 0.4已倍 f 二 90 mm 0.目目倍 

視野率： 85% iU 上 

ファインダー内表术：露出補正マーク、シャッタースピード、露出インジケーター 
* 30 mm レンズは専用ビューファインダーを使用 55 
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主な仕様 


シャツ ター 

フ イルム 感度 
フィルム送り 
フイルムカウンター表示 


フオーカ ルプレーン シャッター 

シャッタースピード：目、8秒〜1/1000秒(絞り優先 AE 時：1/2ステップ刻みで表示、マニュ 
アル露出時：]ステップ）シンク□スピード；]/12已秒じ(下セルフタイマー (10 秒、2秒） 
DX オートセット、マニュアルセット 
ISO 2己〜3200 ]/3ステップ刻み 

順装てん、プレワインド式自動巻さ上げ、自動巻さ戻し 
給送モード：シングル、コンティニアス 

逆算表示（バックライト照明付き）最終コマ巻き取り後"£"表示、フィルム巻き戻し方式変 
要可能 

標準/フルパノラマ自動切り替え（フルパノラマ時、 " P " 表示） 

TTL シャッター幕面測光（中央部重点平均測光） 

連動範囲： EV 4( F 4) 〜 EV 19( F 22)( IS 0 ]00時)、シャッターボタン半押しで AE □ック 
絞り優先 AE 、 マニュアル露出 
±2 EV 1/2ステップ刻み 
0.己 EV 、 1.0 EV 選択 
標準ーアンダ ー- ^ オーバー 

シンク□タイミング：ノーマルシンク□、 U アシンク □ 

シャッタースピード、フィルム感度、露出補正、 AE 目、多重露光、シンク□タイミング、セ 
ルフタイマ ー、 フィルム巻さ戻しち式、トータルショット数、電池容量*バックライト付さ 
U チウム電池 CR 2 2本（目 V ) 

ホットシュー、シンク□ソケット、レ U - ズソケット、 

ボディ単体： W ] 日日 mmxH 82 mmxD 已 ] mm 
レンズ 30 mm : 0 目目 mmxL 4 己.已（己3.己 ） mm 
レンズ4已 mm : 0 60 mmxL 40 (47) mm 
レンズ 90 mm : 0 目 OmmxL 目目 （73 )mm 
ストラップリチウム電池に本） 


兰脚ねじ穴、フィルム確認窓 
74已吕（電池なし） 

29已邑 
23已吕 
3巨已邑 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 
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四 FUJIFILIM 


富±写真光機株式会社 


参お買い上げ製品についてのお問い合わせは… 

富±写真光機株式会社カメラ事業部営業部干 331-9624 埼玉県さいたま巿北区植竹町 1 T 目324番地 TEL (048) 668-2236 


• 光機製品のお問い合わせはこちらでる承ります 
富±写真フイルム株式会社化幌営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社仙台営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社まま販売部内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社名古屋営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 
富±写真フイルム株式会社大阪支社内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社広島営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルムホホま会社福岡営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 


干 060-0002 化幌市中央区北2を西 4-2 化幌兰井ビル別館 
干 980-0811 仙台市青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生をタワービル 
干 106-8620 まま都港区西麻ホ 2-26-30 
干 460-0008 名古屋市中区栄 2-10-1 9名古屋商工会議所ビル 
干541 -0051 大阪市中央区備後町 3-5-11 

干 732-081 6広島市南区比治山本町 16-35 広島産業で化センター 
干81 2-001 8福岡市博多区住ま 3-1-1 


♦お買い上げ製品の修理の受付は… 

ホし幌：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
仙台：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
ま京：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
富±フォ トサ ロン-ま京 
名古屋：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
大阪：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
富±フォ トサ ロン-大阪 
広島：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
福岡：富±フイルム サー ビス ステーシヨ 
※±曜、日曜、祝日、年モ年始は休業させていただきます。その他夏ち月等休業させていただく場合があります。 

■ま京、名古屋、大阪：富±フイルムサービスステーシヨンは、通常の±曜日册日、年末年始、夏期倘段 Jii 外）は営業しております。 

ただし、受けミ度し業務のみとなります。 

■富±フォトサロン•まを、大阪は受け;度し業務のみです。 


干 060-0002 化幌市中央区化2条西 4-2 化幌兰井ビル別館 
干 980-0811 仙台市青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生をタワービル 
干 105-0022 ま京都港区'あ岸 1-9-1 5竹芝ビル 
干 104-0061 ま京都中央区銀座 5-1 銀座ファイブ 
干 460-0008 名古屋市中区栄 1-12-1 9 
干541 -0051 大阪市中央区倫後町 3-2-8 大阪長をビル 
干 530-0001 大阪市化区梅田 1-9-20 大阪マルビル 
干 732-081 6広島市南区比治山本町 16-35 広島産業で化センター 
干81 2-001 8福岡市博多区住ま 3-1-1 


参富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーションセンター(月曜日〜を曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL (03) 3406-2981 
富 ±フイルム ホー ムぺ ージ http :// www . fujifilm . co . jp / 


TEL (011 )218-5575 
TEL (022) 21 6-6960 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL (06) 6205-6421 
TEL (082) 250-0755 
TEL (092) 281-0255 


TEL (011 )222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1 315 
TEL (03) 3571 -9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-091 5 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (082) 256-351 1 
TEL (092) 281-4863 


Printed in Japan 


FGS - 305106 - FG -01 




